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★お買い上げありがとうございます。 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
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☆ 安 全 情 報 
 
☆ この製品は高周波バイブレータ４８ＶシリーズのＡＤＳ（自動運転配電箱）です。 

高周波バイブレータ４８Ｖシリーズを使用する目的以外では使用しないでください。 
 
☆ 製品の安全性については十分に配慮していますが、この説明書の危険、警告、注意をよ

くお読みいただき正しくお使いください。また、ＡＤＶ型バイブレータおよび電源機器

の取扱説明書もよくお読みください。 
 
☆ 下記の表示は万一にも他人や自分に障害や損害を与えることのないように、この製品を

使用していただくための危険表示・警告表示・注意表示です。 
 

 
危 険 
(DANGER) 

【危険】は、死亡または重傷を負う可能性のある切迫した

危険な状況を示す表示 

 

警 告 
(WARNING) 

【警告】は、死亡または重傷を負う可能性のある危険な状

況を示す表示 

 

注 意 
(CAUTION) 

【注意】は、軽傷または中程度の障害を負う可能性のある

危険な状況を示す表示 
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 警 告 
（死亡事故を受けないために） 

 
 この製品は水・湿気・塵などのある場所では使用しないでください。感電する恐れが

あります。 
 

 この製品は高周波４８Ｖ専用です。 
４８Ｖ以外の電圧では使用しないでください。感電する恐れがあります。 
 

 電源機器の運転中におけるプラグの抜き差しは行わないでください。感電する恐れが

あります。 
 
 
 
 

 
 

 注 意 
（障害や損害を受けないために） 

 

 ケーブルを配電箱に接続した状態で引っ張らないでください。配電箱が転倒し、ケー

ブルの導体が断線する恐れがあります。 
 
 この製品は雨や水が掛からないように心掛けてください。電源機器やバイブレータな

どの故障の原因になります。 
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〇 ま え が き 
 
このたびは高周波バイブレータ４８ＶシリーズのＡＤＳをお買い上げいただきありがとう

ございます。 
 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
 
この製品の性能を十分に理解して適切な取り扱いと点検整備を行い、いつまでも安全に効

率よく使用されるようお願いいたします。なお、この取扱説明書はお手元に大切に保管し

てください。 
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〇 安 全 
 

 注 意 
（作業上身を守るために） 

 
○ 作業する場合は安全帽・防振手袋・安全靴・防音保護具・顔面保護具（保護眼鏡・マス

ク）および安全ベルトを着けて、安全な装備で行ってください。 
 

 

 

 

 

安全帽着用 防振手袋着用 安全靴着用 

 

 

 

 

 

防音保護具着用 顔面保護具着用 安全ベルト着用 

 
○ この製品を点検する場合は電源機器に接続しているケーブルを必ずはずしてください。

感電する恐れがあります。 
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 注 意 
（末永く使用していただくために） 

 
 バイブレータのプラグは接触不良にならないよう確実に接続してください。接触不良は

バイブレータが故障する主な原因の一つです。 
 

 バイブレータの使用可能台数を越えないように使用してください。打設能力の低下や機

器の故障を招く恐れがあります。 
 

 ＡＤＳに付いているゴム製の平型コネクタが入力、樹脂製の丸型コンセントが出力にな

っています。間違えないように注意してください。 

 

本製品はＡＤＶ型バイブレータ専用となります。出力コンセントの差し込みは凹凸を合

わせ無理に差し込まないでください。 
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〇 バイブレータ使用可能台数 
 

 使用可能台数 

インバータ ＡＤＶ４０ ＡＤＶ５０ 

ＨＣ１１１ １ １ 

ＨＣ１１３ １ １ 

ＨＣ１１６ ２ １ 

ＨＣ２３０ ４ ２ 

 
 

※ この製品はインバータ、または発電機の出力の一部を電源として利用しています。そのた

めインバータ、または発電機のバイブレータ使用可能台数よりも少なくなります。 
※ 上表にない電源機器を使用する場合、電源機器の使用可能台数の“－１”台を目安にバイ

ブレータを使用してください。 
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〇 システム構成 
 

 

 
○ ＡＤＶ型バイブレータとＡＤＳとの接続は専用丸型プラグになります。ＡＤＶ型バイブ

レータをインバータ、または発電機に直接接続する場合は変換コードを使用してくださ

い。その際、自動運転機能は使用できません。 
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〇 各部の名称 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護ゴム 

入力コネクタ 

電源ランプ 

ハンドル 
出力ランプ 

出力コンセント 

保護ゴム センサークリップ 

保護ゴム 

センサーケーブル 

センサー固定蝶ナット 
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〇 操作上の説明 
 

 この製品を接続する場合は必ず電源機器の入力電源が“ＯＦＦ”であること

を確認してください。電源機器の運転中に接続作業を行うと感電する恐れが

あります。 
 

1. 中間コードを使用して電源機器の出力コンセントに片方を接続し、もう一方をＡＤＳ

の入力コネクタに接続します。 
2. ＡＤＶ型バイブレータのプラグをＡＤＳの出力コンセントに接続します。 
3. センサークリップを打設するコンクリートに接した鉄筋などの導電体に接続します。 
4. 電源機器とＡＤＳを起動させます。 
5. 起動後、ＡＤＳの入力コンセント隣の電源ランプ（緑色）が点灯していることを確認

します。 
6. バイブレータのホースを持って振動部を吊り下げて支えます。 
7. ＡＤＶ型バイブレータのスイッチを“ＯＮ”に入れます。 
8. センサークリップを取り付けた導電体にバイブレータを当て、バイブレータが作動す

ることを確認します。 
9. 以上で準備は完了です。この状態でバイブレータをコンクリートへ挿入すると自動的

にバイブレータが動作を開始します。また、コンクリートから引き抜くと自動的に動

作が停止します。 
※ バイブレータが動作している場合は出力コンセント横の出力ランプ（赤色）が点灯

します。 
※ 自動運転の感知可能な距離はコンクリートの状態や本製品の設置状況によって異

なりますが、センサークリップ取り付け箇所を中心に、おおむね２０ｍ以下の範囲

です。 

10. 打設が終了したらバイブレータのスイッチを“ＯＦＦ”にし、プラグをＡＤＳの出力

コンセントから取りはずします。 
11. 電源機器を停止させます。 
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〇 接続例および動作確認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 感知可能な範囲はコンクリートの状態や鉄筋の配置により大きく変化しますので、設置後

に必ず動作の確認を行ってください。 

③ 中間スイッチは“ＯＮ”

にしてください。 

バイブレータの動作時には出力

ランプが光ります。（赤色） 
① 電源ランプが点灯していること

を確認してください。（緑色） 

② センサークリップはコンクリ

ートに接した鉄筋などの導電

体に接続してください。 

感知可能範囲はセンサークリップ

から、バイブレータまでの距離で

おおむね２０ｍ以下です。 

④ 打設作業の開始前に、感知可能であ

ることを確認してください。 
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〇 使用後の清掃・搬出 
 
○ 使用後はきれいに清掃してください。 

 
1. ＡＤＳに付いたコンクリートは固まる前に落としてください。 

 
2. 出力コンセントや入力コネクタに付いたほこりやコンクリートはきれいに落としてく

ださい。 
 

3. センサークリップに汚れや錆が付着していると自動運転の感度が低下します。使用後は

付着した水分、コンクリートはきれいに落としてください。 
 

4. 持ち運びの際はハンドル部分を持ってください。 
 

 
〇 点 検 

 

○ 現場へ搬入する前と使用後は必ず次の項目を点検してください。使用中のトラブルをでき

るだけ少なくするためです。 

 
1. 出力コンセントの接続子に汚れや摩耗など発生していないか？出力コンセント本体に

破損はないか？ 
 
2. 入力コネクタの接続子に汚れや摩耗など発生していないか？入力コネクタ本体に破損

はないか？ 
 
3. ＡＤＳに接続する中間コードに摩耗や亀裂など発生していないか？ 
 
4. ＡＤＳの出力・電源ランプが破損していないか？ 
 
5. センサークリップに汚れや錆がないか？センサーケーブルに摩耗や亀裂、断線など発生

していないか？ 
 
6. センサー固定蝶ナットが緩みなく締め付けられているか？ 
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〇 故障診断 
 
○ 故障診断の前に 
 
1. 本製品はＡＤＳとＡＤＶ型バイブレータ間がコンクリートを通して電気的につながる

ことにより、バイブレータの挿入を感知しています。 
センサークリップの取り付け箇所が絶縁体である場合や、取り付け箇所が打設するコン

クリートと接触していない場合など、ＡＤＳとＡＤＶ型バイブレータ間が電気的に絶縁

状態の際は正常な感知ができません。また、コンクリートの状態や鉄筋の太さなどによ

り感知可能範囲は変化します。 
 
2. バイブレータが作動しない場合、センサークリップをバイブレータに直接接触させて作

動することを確認してください。作動する場合は上記の点を踏まえた上で、センサーク

リップの取り付け箇所を変更してください。 
 
3. センサークリップの取り付け箇所を変更してもバイブレータが作動しない場合や、ＡＤ

Ｓの各ランプが点灯しない場合は、次ページのチャートをご参照ください。 
 
4. 修理やオーバーホールをする場合は最寄りの支店・営業所にお申し付けください。 
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○ トラブルシューティング 

 

 

バイブレータが作動しない 

電源ランプ(緑色)が点灯してい

るか？ 
ＡＤＳに電源が供給されていない 

センサークリップを直接バイ

ブレータへ接触させる 

出力ランプ(赤色)が点灯してい

るか？ 

センサークリップの取り付け

箇所の見直し 

中間コードを交換し、電源ランプを

確認する 

ＡＤＳの故障 中間コードの断線 

点灯 消灯 

NO 

バイブレータの故障 
NO 

YES 

NO 
センサーケーブルの断線 

バイブレータは作動するか？ 

YES 

YES 

バイブレータの中間スイッチ

は“ＯＮ”に入っているか？ 

NO 

YES 

バイブレータの中間スイッチ

を“ＯＮ”に入れる 
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〇 仕様・製品寸法 
 
■ 仕様 

型 式 
入力電圧 
（Ｖ） 

入力電流 
（Ａ） 

出力コンセント数 
質量 

（ｋｇ） 

ＡＤＳ ４８ ３ ２ 6.75 

 
 
■ 製品寸法図 
 

 
※ センサーケーブル ２ｍ 
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